
2023年 12月 22日 

 

 

登録規程実施基準の一部改正に伴う変更内容の公表について 

 

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 

理事長 福井紳弥 

 

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程実施基

準の一部を別紙新旧対照表のとおり変更することとして、公益財団法人ジャパ

ン・スタッドブック・インターナショナル登録規程第 30条で引用する民法（明

治 29 年法律第 89 号）第 548 条の 4 の規定により、同実施基準の変更内容を公

表します。 

 

○ 変更の理由 

登録規程実施基準様式第 5号（繁殖登録申込書）については、繁殖登録

に不必要であり申込書に記載の必要のない項目を削除する必要がある。 

同様式第 14号（繁殖成績報告書）については、産駒の母馬所有者及び生

産牧場を報告者に認識させるため、報告者自らが報告する欄を新たに設け

る必要がある。また、種雌馬の異動を同時に報告できる様式に改め、報告

書提出の効率化を図るとともに、正確に記載するための説明を加える必要

がある。 

 

○ 施行期日等 

施行期日：令和 6年 4月 1日 

ただし、改正後の様式第 5号については令和 6年 6月 1日以降に登録申込

を受付けた馬について適用する。 

 

○ 問合せ先 

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 

登録部（電話番号 03-6403-5966） 

 

 



様式第5号　表 様式第5号　表
様式第5号 様式第5号

公益財団法人 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 理事長殿 公益財団法人 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 理事長殿

電話 電話

電話 電話

年 月 日 年 月 日

生
産
牧

生
産
牧

　 　

軽種馬の登録原簿の閲覧者

③ 

②  軽種馬の血統書の発行のため

検査試料（毛根又は血液）の所有権及び個体遺伝情報（検査結果）を保有する権利は、本財団に帰属します。また、検査試料及び個体遺伝情報は、
軽種馬の登録事業に必要な範囲で利用します。詳しくは「軽種馬登録手続きの手引き」をご覧ください。

検査試料（毛根又は血液）の所有権及び個体遺伝情報（検査結果）を保有する権利は、本財団に帰属します。また、検査試料及び個体遺伝情報は、
軽種馬の登録事業に必要な範囲で利用します。詳しくは「軽種馬登録手続きの手引き」をご覧ください。

（注）
「個人情報」とは、特定の個人を識別できる情報（氏名、住所等）及び個人の属性に関するすべての情報をいい、個人情報を含む情報の
集合物をコンピュータを用いて検索可能とした場合等に、その個人情報を「個人データ」といいます。

（注）
「個人情報」とは、特定の個人を識別できる情報（氏名、住所等）及び個人の属性に関するすべての情報をいい、個人情報を含む情報の
集合物をコンピュータを用いて検索可能とした場合等に、その個人情報を「個人データ」といいます。

DNA型検査又は血液型検査について DNA型検査又は血液型検査について

イ 軽種馬の所有者・管理者、生産牧場、（公社）日本軽種馬協会、日本中央競馬会、地方競馬全国協会、競馬関係の図書出
版社、外国の血統登録機関等

イ 軽種馬の所有者・管理者、生産牧場、（公社）日本軽種馬協会、日本中央競馬会、地方競馬全国協会、競馬関係の図書出
版社、外国の血統登録機関等

ウ 一般の方（ホームページ等で提供） ウ 一般の方（ホームページ等で提供）

軽種馬の登録関係

① 
軽種馬の登録事業の実施のため（事務連絡、軽種馬の登録原簿への記載及び管理、登録証明書等の作成及び交付、記録の
保存等）

ア 軽種馬の登録原簿の閲覧者 ア

個人情報の利用目的について 個人情報の利用目的について

　本財団は、本申込書に記載されている個人情報を、下表の利用目的の達成に必要な範囲で利用します。 　本財団は、本申込書に記載されている個人情報を、下表の利用目的の達成に必要な範囲で利用します。

対 象 者 利　用　目　的 対 象 者 利　用　目　的

⑤  軽種馬の登録情報を次に掲げる第三者(外国にある者を含む。)に提供するため ⑤  軽種馬の登録情報を次に掲げる第三者(外国にある者を含む。)に提供するため

軽種馬の改良増殖に関する調査研究のため ③  軽種馬の改良増殖に関する調査研究のため

④  軽種馬統計等の発行のため ④  軽種馬統計等の発行のため
軽種馬の登録関係

① 
軽種馬の登録事業の実施のため（事務連絡、軽種馬の登録原簿への記載及び管理、登録証明書等の作成及び交付、記録の
保存等）

②  軽種馬の血統書の発行のため

入場年月日 令和　　　年　　　月　　　日

性 毛色 生年月日

馬 名 馬 名

血 父 血 父

年種付種雄馬名

申
込
馬

品 種 性 毛色 生年月日 申
込
馬

品 種

統 母 統 母

 住　　　　所：  住　　　　所：

　氏名又は名称： 　氏名又は名称：

令 和 年 月 日

住　　　　所： 住　　　　所：

　氏名又は名称： 　氏名又は名称：

㊞ ㊞

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程実施基準の一部改正新旧対照表
改　　正 現　　行

繁 殖 登 録 申 込 書 繁 殖 登 録 申 込 書

本申込書による契約については、本申込書の他、貴財団登録規程及び登録規程実施
基準の適用があることを承諾の上、以下のとおり申し込みます。

本申込書による契約については、本申込書の他、貴財団登録規程及び登録規程実施
基準の適用があることを承諾の上、以下のとおり申し込みます。申込日 令 和 年 月 日 申込日

管 理 者

申込者（所有者）

これより以下太線枠内の該当するところを下記の個人情報の利用目的について及びDNA型検査又は血液型検査に

ついてを確認の上、申込者において記入してください。

血統登録馬

管 理 者

申込者（所有者）

血統登録馬



様式第14号　表 様式第14号　表
様式第14号 様式第14号

（該当する馬を記入してください） （該当する馬を記入してください）

品　種 種雌馬名 品　種 種雌馬名

発行日　　　　　　 　 年　 　　月　　 　日 提 出 日　　　　　　年　　　月　　　日 発行日　　　　　　 　 年　 　　月　　 　日 提 出 日　　　　　　年　　　月　　　日

令和　　　　　年度 令和　　　　　年度

確認の上、下記のとおり報告します。 確認の上、下記のとおり報告します。

㊞ ㊞

㊞ 電話 ㊞ 電話

繁殖成績

種雌馬の異動

用紙規格JIS A4判 用紙規格JIS A4判

公益財団法人 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 理事長　殿 公益財団法人 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 理事長　殿

　標記馬の令和　　　年繁殖成績について、本報告書の他、貴財団登録規程及び登録規程実施基準の適用があることを 　標記馬の令和　　　年繁殖成績について、本報告書の他、貴財団登録規程及び登録規程実施基準の適用があることを

 住　　　　所：  住　　　　所：

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程実施基準の一部改正新旧対照表

改　　　正 現　　　行

繁殖成績報告書 繁殖成績報告書
登録番号 登録番号

 住　　　　所：  住　　　　所：

　氏名又は名称： 　氏名又は名称：

　氏名又は名称： 　氏名又は名称：

種 雄 馬 追 記 種 雄 馬 追 記

選択し、流れ図に従い御記入ください （あてはまる　　をぬりつぶしてください）

前年種付 訂 正 前年種付 訂 正

栗

飼養・管理している 転入した 転出した 死亡・用途変更 飼養・管理したことがない

転入届を添付してください 転出・死亡届を添付してください 転出・死亡届を添付してください

白

生 年 月 日 年 月 日 双　　子 ※
双子のもう一頭の成績については
裏面に記入してください

青鹿 青 芦栃栗 鹿 黒鹿性 おす めす 毛　　色

受胎していた

産駒なし

母馬所有者 ※
各項目について
左記と異なる場
合、右欄に記入
してください

母馬所有者
種付セズ

不受胎

流産

双子流産

死産

双子死産

生後直死

双子生後
直死

不明

生 産 牧 場

事 由  死　亡（死産・生後直死を除く）　　　　　　用途変更 　　　　　　　　　年　 　　　月　　　　 日 性 おす めす

生 産 牧 場

双子
(もう一頭の成績については  裏

面に記入してください)

産 地 産 地

※産駒が死亡又は用途変更した場合、下欄に記入してください

青 芦 白

生
年
月
日

令和　　 　年 　　　月　 　　日
産
地

上記管理者の住所と異なる場合
右欄に記入してください

都道
府県

毛
色

栗 栃栗 鹿 黒鹿 青鹿

市町
村

※記入方法は裏面をご確認ください
産駒が死亡又は用途変更した
場合、右欄に記入してください

令和　 　年　 　月　　 日
事
由

 死　亡
用途変更

（死産・生後直死を除く）

管理者が変わった 　転  出  先 死亡・用途変更したとき、

受胎していた
　転出したとき、

受胎していた
(転　 出) 氏名

異動年月日
所有者が変わった 譲り渡し先 異動年月日 死亡

用途変更 年　　  月　  　日(譲り渡し) 氏名 年　　  月　  　日

所 有 者

この産駒は、登録規程第１５条の登録の要件（人工授精及び受精卵移植並びにクローン

技術その他の遺伝子操作によらない産駒）を満たす馬であることについて
■

相違ありません。

管 理 者

種付せず 不受胎 双子流産 死産 双子死産 生後直死 双子生後直死 不明

これより以下太線枠内を裏面を確認の上記入し、あてはまる をぬりつぶしてください。

（チェックボックス□は、内容に間違いがなければチェック を入れてください）

産駒あり

産駒なし 流産
： ： ： ：： ：

産駒

あり

この産駒は、登録規程第１５条の登録の要件（人工授精及

び受精卵移植並びにクローン技術その他の遺伝子操作によ

らない産駒）を満たす馬であることについて 相違ありません。

これより以下太線枠内を裏面の個人情報の利用目的を確認の上、記入してください。

（チェックボックス□は内容に間違いがなければチェック を入れてください）

所 有 者

管 理 者

□

所 有 者

この産駒は、登録規程第１５条の登録の要件（人工授精及び受精卵移植並びにクローン

技術その他の遺伝子操作によらない産駒）を満たす馬であることについて
□

相違ありません。

管 理 者

種付せず 不受胎 双子流産 死産 双子死産 生後直死 双子生後直死 不明

これより以下太線枠内を裏面の個人情報の利用目的についてを確認の上記入し、あてはまる をぬり

つぶしてください。（チェックボックス□は、内容に間違いがなければチェック を入れてください）

産駒あり

産駒なし 流産
： ： ： ：： ：

産駒

あり

この産駒は、登録規程第１５条の登録の要件（人工授精及

び受精卵移植並びにクローン技術その他の遺伝子操作によ

らない産駒）を満たす馬であることについて 相違ありません。

これより以下太線枠内を裏面の個人情報の利用目的を確認の上、記入してください。

（チェックボックス□は内容に間違いがなければチェック を入れてください）

所 有 者

管 理 者

□



様式第14号　裏 様式第14号　裏

双子のもう一頭の成績を記入してください。

用紙規格JIS A4判 用紙規格JIS A4判

（注）「個人情報」とは、特定の個人を識別できる情報（氏名、住所等）及び個人の属性に関するすべての情報をいい、個人情報

を含む情報の集合物をコンピュータを用いて検索可能とした場合等に、その個人情報を「個人データ」といいます。

軽種馬の登録情報を次に掲げる第三者(外国にある者を含む。)に提供するため

ア 軽種馬の登録原簿の閲覧者

イ 軽種馬の所有者・管理者、生産牧場、（公社）日本軽種馬協会、日本中央競馬会、地方競

馬全国協会、競馬関係の図書出版社、外国の血統登録機関等

ウ 一般の方（ホームページ等で提供）

軽種馬の登録関係

① 軽種馬の登録事業の実施のため（事務連絡、軽種馬の登録原簿への記載及び管理、登録証

明書等の作成および交付、記録の保存等）

② 軽種馬の血統書の発行のため

③ 軽種馬の改良増殖に関する調査研究のため

④ 軽種馬統計などの発行のため

⑤

種付をしなかったもの。

3. 個人情報の利用目的について

本財団は、事業を通じて得られた皆様の個人情報を、下表の利用目的の達成に必要な範囲で利用します。

対　象　者 利　用　目　的

死産のうち双子であったもの。 なお、本財団が取り扱う保有個人データの開示等（利用目的の通知、開示、訂正、利用停止等）、あ
るいは個人情報に関するお問い合わせ、ご相談などは以下の窓口までご連絡ください。(6) 生後直死　　

生まれた日を含めて７日以内に死亡したもの。

(7) 双子生後直死　

生後直死のうち双子であったもの。

妊娠10ヶ月未満に胎児が死んで産出されたもの(早期流産を含む)。
（注）

(3) 双子流産　　
「個人情報」とは、特定の個人を識別できる情報（氏名、住所等）及び個人の属性に関するす
べての情報をいい、個人情報を含む情報の集合物をコンピュータを用いて検索可能とした場合
等に、その個人情報を「個人データ」といいます。

流産のうち双子であったもの。

(4) 死産　　

妊娠10ヶ月以降に胎児が死んで産出されたもの。

(5) 双子死産　　

(8) 種付せず　　

2. 産駒がない馬の繁殖成績について
イ 軽種馬の所有者・管理者、生産牧場、（公社）日本軽種馬協会、日本中央競馬会、

地方競馬全国協会、競馬関係の図書出版社、外国の血統登録機関等
(1) 不受胎　　

ウ 一般の方（ホームページ等で提供）
種付をしたが受胎が確認できなかったもの。

(2) 流産　　

④ 軽種馬統計等の発行のため
生 産 牧 場 軽種馬の生産飼養のため必要な設備を有する個人又は法人であって、産駒（子馬）が生れた時にそ

の母馬（繁殖雌馬）の飼養管理を行っていた旨を届け出たものをいう。 ⑤ 軽種馬の登録情報を次に掲げる第三者(外国にある者を含む。)に提供するため

軽種馬の
登録関係

① 軽種馬の登録事業の実施のため（事務連絡、軽種馬の登録原簿への記載及び管理、
登録証明書等の作成及び交付、記録の保存等）

ア 軽種馬の登録原簿の閲覧者

鹿

1. 母馬所有者及び生産牧場について

② 軽種馬の血統書の発行のため
母 馬 所 有 者 産駒（子馬）が生れた時におけるその母馬（繁殖雌馬）の所有者として届け出られた個人又は法人

をいう。
③ 

本財団は、本報告書に記載されている個人情報を、下表の利用目的の達成に必要な範囲で利用します。

産駒が死亡又は用途変更した場合、下欄に記入してください

事 由  死　亡（死産・生後直死を除く）　　　　　　用途変更 　　　　　　　　　年　 　　　月　　　　 日 対象者 利　用　目　的

軽種馬の改良増殖に関する調査研究のため

生 年 月 日 年 月 日

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル登録規程実施基準の一部改正新旧対照表

改　　　正 現　　　行

双子の繁殖成績

個人情報の利用目的について

性 おす めす 毛　　色 芦 白黒鹿 青鹿 青栗 栃栗

〒105-0004

東京都港区新橋4-5-4日本中央競馬会新橋分館6階

公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナル 総務部

電話：03-3434-5315 FAX：03-3432-4668
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